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1.　はじめに 

　今年度は活動を開始してちょうど 10年目を迎えました。2002年の日韓ワールドカップサッカーの年
に両国が超高速インターネットで結ばれたことが契機となり、九州大学を中心とした遠隔医療活動が始ま

りました。今から考えても日本側の接続先が福岡であったことが我々にとりましては大変幸運なことで、

産官学共同で結成された「玄海プロジェクト」が活動の発端となりました。

　その後医療と工学系から成る日韓合同チームの努力により、それまでは実現され得なかった鮮明で淀み

のない医療映像配信が安価な機器を使って現実のものとなりました。急速な勢いでアジアのみならず世界

的な広がりを持つまでに活動が展開されて来たのは、ひとえに関係者皆様のご理解とご協力によるものだ

と心より感謝致しております。2008年には九州大学病院にアジア遠隔医療開発センターが設置され、よ
り安定した体制の下で運営ができるようになりました。本年度はこれまで活動をリードいただいた田中雅

夫教授に代わり、私がセンター長を拝命することとなり、その責任の重さを痛感致しております。今年も

福岡で開催された第 6回アジア遠隔医療シンポジウムでは、この節目の年を懐かしい方々を交え多くの
方々に祝っていただけたのは、大きな喜びでした。

　今年度の新たな接続先としては、フィジー大学医学部やブラジルのリオデジャネイロ州立大学病院があ

ります。技術的にはどちらもまだ改善すべき問題もありますが、今年度両国からドクターを招聘できたこ

ともあり、今後の交流推進に期待したいと思います。また国内では国立がんセンター中央病院と初めて協

力させていただき、無事に DVTSを接続できたことは大きな成果の一つでした。また米子医療センター
にもシステムを構築し、看護師さん向けのコンテンツを中心に活動が始まっています。一方、新技術とし

ては、DVTSを同時に 16か所まで接続できる Quatre16を稼働できる体制が整いました。1月にハワイ
で開催された APANでは 14カ所の参加でしたが、今後の活発な利用が期待されます。またモバイル機器
にも対応した Vidyoシステムもその特性を活かし、その利用頻度が急速に高まっています。さらにこれ
らの活動が Natureで紹介されることや、産経新聞正月の特集で取り上げられたことも、大変嬉しいニュー
スでした。

　この 10年は真に実用的な遠隔医療システムを作り上げ、その有用性を多くの人たちに紹介してきた 10
年だったと感じています。今や世界はこれまでにないスピードで変化を続け、我々の領域でも新しい技術

が次々に登場して状況は大きく変わりつつあります。その中で次の 10年を見据えた時、1)APAN医療チー
ムを中心とした確固たる体制の整備、2)コンテンツの充実と体系的な運用、3)新たな技術や通信環境の
継続的導入と技術者への教育、が新たな目標として挙げられると考えています。日本の国立大学病院長会

議の中に設置された将来像実現化ワーキンググループの中にも国際化プロジェクトチームが結成され、九

州大学がそのチームを代表することになったことも大変光栄なことだと思っています。次の 10年後には、
より一層充実した活動が展開されていることを期待します。

 平成 25年 3月
     九州大学病院　アジア遠隔医療開発センター

清水周次

　




